
（注）　試合スコア・試合内容等については、「耐久高校硬式野球部創部１００周年記念誌」、

「和歌山県中等学校・高等学校野球史」、「同野球史Ⅱ」、「同野球史Ⅲ」から抜粋

して掲載しています。

耐久高校硬式野球部の戦績

昭和２５年 ～ 平成２２年

〈春季、秋季近畿大会・同県予選・県下新人戦〉

（1950年 ～ 2010年）



昭和２５年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 4 対 7 箕島

昭和２６年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 3 対 13 南部

昭和２６年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 0 対 12 新宮

昭和２７年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 2 対 0 熊野 ・ ３回戦 耐久 1 対 11 田辺
（梅本－児島） （梅本・元船－児島・星畑）

昭和２８年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 5 対 4 箕島 ・ ３回戦 耐久 0 対 13 新宮
（生駒－福田）

昭和２９年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 1 対 5 田辺 （元船－浜口）

昭和３０年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 0 対 4 日高 （元船－寺嶋）

昭和３０年　新人大会

・ １回戦 耐久 0 対 9 田辺 （中平・中野－寺嶋）

昭和３０年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 6 対 14 南部 （中平・中野－寺嶋）

昭和３１年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 0 対 9 日高 ※放棄試合

昭和３１年　新人大会

・ １回戦 耐久 0 対 1 南部 （中平－上山）



昭和３１年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 2 対 5 熊野 （中平－上山）

昭和３２年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 5 対 6 串本 （中平－上山）

昭和３２年　新人大会

・ １回戦 耐久 1 対 4 新宮 （金森－西岡）

昭和３２年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 0 対 8 箕島 （吉増・金森－西岡）

昭和３３年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 0 対 7 御坊商工 （金森－西岡）

昭和３３年　新人大会

・ ２回戦 耐久 2 対 6 御坊商工 （金森－吉本）

昭和３３年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 0 対 1 田辺 （金森－吉本）

昭和３４年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 3 対 2 新宮 （金森－吉本）

昭和３４年　新人大会

・ １回戦 耐久 0 対 1 串本 （土岐－吉本）

昭和３４年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 5 対 6 南部 （土岐・中世－吉本）

昭和３５年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 6 対 0 吉備 ・ ２回戦 耐久 2 対 6 新宮
（前・中世－吉本） （畑田・土岐－吉本）

昭和３５年　新人大会

・ １回戦 耐久 2 対 1 吉備 ・ ２回戦 耐久 0 対 6 南部
（畑田－大江） （畑田・中世－大江）



昭和３５年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 2 対 4 熊野 （畑田・中世－大江）

昭和３６年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 0 対 4 新宮 （中世－田尻）

昭和３６年　新人大会

・ ２回戦 耐久 3 対 4 田辺商 （武内・池田－松野）

昭和３６年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 4 対 6 箕島 （武内・池田－松野）

昭和３７年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 11 対 5 日高 ・ ２回戦 耐久 1 対 13 南部
（池田－松野） （池田・南野－岡田・東）

昭和３７年　新人大会

・ ２回戦 耐久 3 対 2 御坊商工 ・ 準々決勝 耐久 2 対 9 南部
（池田－松野） （池田－松野）

昭和３７年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 5 対 4 御坊商工 ・ ２回戦 耐久 8 対 1 吉備
（池田－松野） （池田－松野）

・ ３回戦 耐久 5 対 2 串本 ・ 準々決勝 耐久 1 対 3 海南
（池田－松野） （池田－松野）

昭和３８年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 5 対 1 箕島 ・ ２回戦 耐久 0 対 3 御坊商工
（池田－松野） （池田－松野）

昭和３８年　新人大会

・ ２回戦 耐久 9 対 3 南部 ・ 準々決勝 耐久 0 対 1 御坊
（南野－東） （南野－東）

昭和３８年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 3 対 10 熊野 （南野－東）



昭和３９年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 3 対 10 熊野

昭和３９年　新人大会

・ ２回戦 耐久 2 対 4 串本 （石家－談岐）

昭和３９年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 5 対 12 箕島 （石家・筒井－談岐）

昭和４０年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 5 対 4 熊野 ・ ３回戦 耐久 0 対 14 田辺商
（石家－談岐） （石家－談岐）

昭和４０年　新人大会

・ ２回戦 耐久 3 対 11 御坊 （筒井・梶野－嶋田・談岐）

昭和４０年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 3 対 2 串本 ・ ２回戦 耐久 11 対 1 吉備
（梶野－談岐）

・ ３回戦 耐久 3 対 9 南部
（梶野・筒井－談岐）

昭和４１年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 0 対 5 新宮商 （梶野－談岐）

昭和４１年　新人大会

・ １回戦 耐久 7 対 8 吉備

昭和４１年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 0 対 10 新宮 （栗山－梶野）

昭和４２年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 5 対 3 田辺商 ・ ２回戦 耐久 1 対 11 南部
（上野・栗山－梶野） （上野・栗山－梶野）

昭和４２年　新人大会

・ １回戦 耐久 2 対 4 御坊 （上野－宮本）



昭和４２年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 3 対 4 南部 （上野・栗山－宮本）

昭和４３年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 1 対 2 新宮商 （萬ヶ谷・栗山－宮本）

昭和４３年　新人大会

・ １回戦 耐久 13 対 2 和高専 ・ ２回戦 耐久 3 対 4 田辺工
（上野－宮本） （上野－宮本）

昭和４３年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 0 対 7 南部 （上野－宮本）

昭和４４年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 13 対 1 和高専 ・ ２回戦 耐久 1 対 7 新宮
（上野・原－宮本・廣岡） （上野・原－宮本）

昭和４４年　新人大会

・ １回戦 耐久 11 対 9 吉備 ・ ２回戦 耐久 7 対 2 日高
（北岡・東尾・佐々木－廣岡） （佐々木－廣岡）

・ ３回戦 耐久 1 対 8 箕島
（佐々木－廣岡）

昭和４４年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 3 対 1 熊野 ・ ３回戦 耐久 1 対 2 田辺商
（佐々木－廣岡） （佐々木－廣岡）

昭和４５年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 0 対 8 南部 （佐々木・守法－廣岡）

昭和４５年　新人大会

・ ２回戦 耐久 7 対 5 箕島 ・ 準々決勝 耐久 8 対 7 串本
（守法－廣岡） （守法－廣岡）

▶ 準決勝 耐久 2 対 9 向陽

向陽 4 1 1 0 0 0 0 1 2 ＝ 9
耐久 0 0 1 1 0 0 0 0 0 ＝ 2 守法　－　廣岡



昭和４５年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ 準々決勝 耐久 2 対 9 県和商 （守法－廣岡）

昭和４６年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 2 対 1 箕島 ・ 準々決勝 耐久 0 対 1 南部
（守法－廣岡） （守法－廣岡）

昭和４６年　新人大会

・ １回戦 耐久 3 対 10 田辺 （守法－馬上）

昭和４６年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 4 対 0 吉備 ・ ２回戦 耐久 9 対 0 和高専
（守法－馬上） ※不戦勝

・ ３回戦 耐久 1 対 2 串本
（守法－馬上）

昭和４７年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 0 対 3 新宮 （守法－馬上）

昭和４７年　新人大会

・ １回戦 耐久 2 対 3 田辺工 （楠・中富一－岡本）

昭和４７年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 7 対 11 南部 （中富一・楠－岡本）

昭和４８年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 7 対 0 田辺 ・ ２回戦 耐久 2 対 6 田辺工
（楠－岡本） （楠・中富－岡本）

昭和４８年　新人大会

・ １回戦 耐久 9 対 2 吉備 ・ ２回戦 耐久 13 対 0 日高
（楠－岡本） （楠－岡本）

・ 準々決勝 耐久 4 対 7 南部
（楠－岡本）



昭和４８年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 19 対 0 和高専 ・ ３回戦 耐久 2 対 0 串本
（楠－岡本） （楠－岡本）

・ 準々決勝 耐久 3 対 4 和工
（楠－岡本）

昭和４９年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 9 対 0 田辺工 ・ ２回戦 耐久 5 対 1 新宮
（楠－岡本） （楠－岡本）

・ 準々決勝 耐久 4 対 2 御坊商工
（楠－岡本）

▶ 準決勝 耐久 4 対 3 向陽

耐久 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 ＝ 4 楠　－　岡本
向陽 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 ＝ 3

二塁打　櫻井、崎山

延長戦にもつれ込ませた耐久が、春の選抜に
〈耐久〉 打 安 点 出場した向陽を倒した。

4 櫻井 5 2 0
5 崎山 5 1 0 耐久はスピードにのった梶谷に抑えられていた
8 雑賀 5 3 1 が、９回表先頭雑賀が投手強襲の安打で出塁、
1 楠 5 0 0 １安打、１四球で一死満塁とした。このとき竹中が
3 寺杣 5 1 0 中前打して２点、さらに岡本が梶谷に代わった大畠
9 中 2 0 0 の球を三塁線へ絶妙のスクイズをして同点とした。
7 上山 2 0 0 延長戦に入っても波に乗り、櫻井の三遊間安打、

H・7 竹中 1 1 2 崎山の三塁打のあと、雑賀の適時打で勝ち越した。
2 岡本 3 1 1
6 中尾 3 0 0 向陽は二塁打の応酬で先行、３回と７回に制球

に苦しむ楠を攻め、中島の適時打と倉八の二塁打
で計３点を挙げた。しかし、９回裏二死満塁の好機

に大飛球を中堅手の好プレーにはばまれたのが悔やまれる。

▶ 決勝 耐久 1 対 2 和工

耐久 0 0 0 0 1 0 0 0 0 ＝ 1 楠　－　岡本
和工 0 0 2 0 0 0 0 0 ｘ ＝ 2

〈耐久〉 打 安 点 和歌山工は３回に安打を集中し貫禄勝ちした。
4 櫻井 3 1 0 ３回一死から１四球、２安打で満塁とし、浜野の二
5 崎山 4 0 0 塁右を抜く安打で先取点をあげた。続く高橋が右
8 雑賀 4 0 0 犠飛で１点を追加し、計２点とし守りきった。
1 楠 4 1 0
3 寺杣 4 0 0 耐久は５回、先頭の中が二塁右を抜き、バントで
7 中 3 1 0 送られた後、岡本が中前に安打して１点差に迫った
9 上山 1 0 0 が、後続を断たれ、ついに鎌田を打ち崩すことがで

H・9 竹中 1 0 0 きなかった。しかし、楠の伸びのある直球とドロップ
2 岡本 3 1 1 を武器とした投球や、キビキビとした攻守の働きで
6 中尾 1 1 0 強力打者をそろえた和歌山工と対等にわたり合い、

見る人たちにすがすがしさを与えた。



昭和４９年　春季　近畿大会

▶ １回戦 耐久 3 対 1 天理（奈良県代表）

天理 0 0 0 0 0 0 0 0 1 ＝ 1
耐久 0 1 0 2 0 0 0 0 ｘ ＝ 3 楠　－　岡本

二塁打　寺杣２、中

〈耐久〉 打 安 点 耐久が４回二塁打を集中した速攻と主戦楠の力
4 櫻井 2 1 0 投で強打者ぞろいの天理から８三振を奪い快勝し
5 崎山 3 0 0 た。
8 雑賀 3 1 0 耐久は２回、先頭寺杣が右中間二塁打し、中の
1 楠 4 2 0 送りバントで三進、つづく上山が右翼フェンスぎりぎ
3 寺杣 4 2 1 りの大飛球で二死となった。寺杣タッチアップから
9 中 3 1 1 生還して１点を先取、４回には一死から楠が投手
9 竹中 0 0 0 強襲の安打、寺杣、中の連続二塁打で２点を追加
7 上山 2 0 1 して主導権を握った。
2 岡本 3 0 0 天理は無死の走者を６回も出しながら９回に百
6 中尾 2 0 0 村の右中間二塁打と猪口の左前安打で１点を返し

ただけ、リードされて打ち気にはやる強振が目立ち
８回二死満塁の好機もつぶすなど、楠の変化球にかわされた。

▶ 準決勝 耐久 3 対 0 近大付（大阪府代表）

耐久 0 0 1 0 0 2 0 0 0 ＝ 3 楠　－　岡本
近大付 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ＝ 0

二塁打　櫻井

〈耐久〉 打 安 点 耐久は３回に櫻井の左越え二塁打で先制、６回
4 櫻井 4 2 1 にも櫻井の安打をあしがかりに２四球と寺杣の痛烈
5 崎山 3 1 0 な遊越え適時打で２点を加え、楠の落ち着いた投
8 雑賀 3 0 0 球と堅実な守備で近大付を振り切った。
1 楠 3 1 0 近大付は１回に３連打で無死満塁としながら、後
3 寺杣 4 1 2 続打者が楠の大きく曲がり落ちるカーブに連続３三
9 中 4 0 0 振、８回にも無死一、三塁を三重殺された。
9 竹中 0 0 0 １回の攻防が試合を大きく左右したが、近大付
7 上山 4 2 1 に油断があったようで、この回のベンチは何の策
2 岡本 4 2 0 も見せず、ただ強攻一点張り、その点耐久は手堅
6 中尾 2 0 0 い攻めで勝利をつかんだ。

▶ 決勝 耐久 2 対 10 和工

耐久 0 0 0 0 0 0 0 2 0 ＝ 2 伊藤・櫻井　－　岡本
和工 1 4 0 2 0 0 0 3 ｘ ＝ 10

二塁打　寺杣



〈耐久〉 打 安 点 耐久は楠の連投を避け、初陣の伊藤を登板させ
4・1 櫻井 4 0 0 たが、投打に勝る和工が圧勝した。

5 崎山 3 0 0 和工は１回一死から遊失に出たが、川口二盗、
8 雑賀 4 0 0 鎌田三振のあと、浜野が右前打して先取点。２回
9 楠 4 0 0 には４安打と敵失で打者９人を繰り出し４点をあげ
3 寺杣 4 2 0 た。さらに４回にも浜野の左中間二塁打で２点を加
7 上山誠 2 0 0 え、８回には伊藤にかわった櫻井に長短打を浴び

H・4 中 2 2 0 せ計１０点とした。
2 岡本 4 1 1 耐久は８回、鎌田にかわった黒田をとらえ、先頭
1 伊藤 1 0 0 寺杣が左中間に二塁打、中も左前打でつづき、岡

H 上山望 1 0 0 本の適時打で１点をかえし、なおも二死から中尾の
4 福浜 0 0 0 二越えで１点を追加したが、大差を縮めることはで

H・7 竹中 1 0 0 きなかった。しかし、初登板した伊藤には大きな経
6 中尾 3 1 1 となり、、今後の成長に期待がもたれる。

昭和４９年　新人大会

・ １回戦 耐久 7 対 0 御坊商工 ・ ２回戦 耐久 6 対 7 箕島
（伊藤－中） （伊藤－中）

昭和４９年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ １回戦 耐久 9 対 0 和高専 ・ ２回戦 耐久 9 対 2 吉備
※不戦勝 （伊藤－山本）

・ 準々決勝 耐久 2 対 7 日高
（伊藤－中）

昭和５０年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 1 対 2 箕島 （伊藤－中）

昭和５０年　新人大会

・ １回戦 耐久 9 対 3 御坊商工 ・ ２回戦 耐久 7 対 0 吉備
（伊藤伸－平井） （伊藤伸－平井）

・ 準々決勝 耐久 1 対 0 箕島 ・ 準決勝 耐久 1 対 2 県和商
（伊藤伸－平井） （伊藤伸－平井）

昭和５０年　秋季　近畿大会　和歌山県二次予選

▶ 準々決勝 耐久 1 対 2 和工

耐久 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 ＝ 1 伊藤伸　－　平井
和工 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 ＝ 2

二塁打　石井

昭和５１年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 5 対 1 吉備 ・ ２回戦 耐久 7 対 0 田辺商
（伊藤伸－奥） （伊藤伸－奥）



・ 準々決勝 耐久 0 対 4 南部
（伊藤伸－奥）

昭和５１年　新人大会

・ ２回戦 耐久 2 対 3 吉備 （伊藤－平井）

昭和５１年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ １回戦 耐久 7 対 3 田辺商 ・ ２回戦 耐久 7 対 7 吉備
（伊藤・萬ヶ谷－平井） （伊藤・萬ヶ谷－平井）

再試合 耐久 7 対 6 吉備 ・ ３回戦 耐久 5 対 6 日高
（伊藤・萬ヶ谷－平井） （伊藤・萬ヶ谷－平井）

昭和５２年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 0 対 8 新宮商 （萬ヶ谷－平井）

昭和５２年　新人大会

・ １回戦 耐久 5 対 2 新宮商 ・ ２回戦 耐久 0 対 7 箕島
（中西－伊藤） （中西－伊藤）

昭和５２年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ １回戦 耐久 5 対 7 御坊商工 （中西－伊藤）

昭和５３年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 4 対 3 田辺 ・ ２回戦 耐久 5 対 3 串本
（伊藤－島田） （伊藤・坂本－島田・伊藤）

・ 準々決勝 耐久 1 対 10 吉備
（坂本・門口　－　伊藤）

昭和５３年　新人大会

・ １回戦 耐久 13 対 6 日高 ・ ２回戦 耐久 0 対 10 御坊商工
（中本・門口・坂本－島田） （中本・門口・坂本－中西）

昭和５３年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ １回戦 耐久 3 対 7 田辺 （坂本・中本－中西）

昭和５４年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 12 対 5 新宮商 ・ 準々決勝 耐久 1 対 2 吉備
（坂本・中本－中西） （坂本・中本－中西）



昭和５４年　新人大会

・ ２回戦 耐久 6 対 14 日高 （中本・門口・舛田・中尾－名倉）

昭和５４年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ １回戦 耐久 6 対 5 田辺商 ・ ２回戦 耐久 4 対 2 吉備
（門口・中本－名倉） （門口・中本－名倉）

・ 準々決勝 耐久 3 対 4 田辺
（門口・中本－名倉）

昭和５５年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 10 対 0 日高 ・ ２回戦 耐久 2 対 7 箕島
（中本－名倉） （中本－名倉）

昭和５５年　新人大会

・ １回戦 耐久 11 対 1 吉備・清水 ・ ２回戦 耐久 3 対 13 箕島
（中尾－名倉） （中尾・栗生－名倉）

昭和５５年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ ２回戦 耐久 1 対 8 田辺商 （中尾－名倉）

昭和５６年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 3 対 7 南部 （中尾・栗生－名倉）

昭和５６年　新人大会

・ １回戦 耐久 7 対 0 和高専 ・ ２回戦 耐久 10 対 1 新宮商
（小山・柏木－畑中） （小山・栗生・柏木－畑中）

・ 準々決勝 耐久 8 対 2 新宮
（栗生・柏木－畑中）

▶ 準決勝 耐久 0 対 9 大成 〈耐久〉 打 安 点

6 寺嶋 4 1 0
耐久 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ＝ 0 5 辻 4 0 0
大成 1 0 4 0 0 3 0 1 ｘ ＝ 9 9 田代 4 1 0

3 玉置 4 2 0
栗生・柏木・小山　－　畑中 7 内芝 4 0 0

2 畑中 4 1 0
二塁打　玉置、柏木 1 栗生 1 0 0

1 柏木 1 1 0
H・1 小山 1 0 0

8 崎山 2 0 0
H・8 浦 0 0 0

4 平林 2 0 0
H 永広 1 0 0
4 西岡 0 0 0



昭和５６年　秋季　近畿大会　和歌山県二次予選

▶ 準々決勝 耐久 5 対 2 日高

耐久 0 0 2 0 1 0 0 0 2 ＝ 5 〈耐久〉 打 安 点

日高 1 1 0 0 0 0 0 0 0 ＝ 2 6 寺嶋 4 1 0
5 辻 3 1 1

栗生・柏木・小山　－　畑中 9 田代 3 0 1
3 玉置 4 1 1
8 小山 4 3 0

三塁打　辻 2 畑中 2 0 0
1 栗生 1 0 0

二塁打　寺嶋、小山、内芝 1 柏木 2 0 0
7 内芝 4 1 1
4 平林 3 1 1

▶ 準決勝 耐久 3 対 6 大成

耐久 0 0 0 1 0 1 0 1 0 ＝ 3 柏木・小山・栗生　－　畑中
大成 0 0 0 1 2 2 1 0 ｘ ＝ 6

〈耐久〉 打 安 点

二塁打　辻、畑中、玉置 6 寺嶋 4 0 0
5 辻 4 2 0

耐久・柏木、大成・佐原の両左腕投手の投げ合 9 田代 1 1 0
いで３回まで両チームとも無安打だったが、４回以 3 玉置 2 1 2
降大成が７安打と相手投手の制球難に乗じて小刻 7 内芝 4 0 0
みに加点し、押し切った。 7 永広 0 0 0

2 畑中 4 1 0
大成は１－１で迎えた５回一死から四球、失策 1 柏木 2 0 0

で一、二塁としたあと西の右中間三塁打で２点、６ 1 小山 1 0 0
回にもスクイズと押し出しで２点を加え試合を決め 1 栗生 1 0 0
た。 8 崎山 2 0 0

H・8 桑原 1 0 0
耐久は４回一死一、三塁のあと重盗で三塁走者 8 浦 0 0 0

辻がかえり先制したが、佐原のカーブに要所を抑え H 西岡 1 0 0
られた。 4 平林 3 0 0

▶ ３位決定戦 耐久 12 対 6 向陽

向陽 1 0 0 0 0 2 0 0 3 ＝ 6
耐久 0 0 0 0 0 0 11 1 ｘ ＝ 12 柏木　－　畑中

〈耐久〉 打 安 点 三塁打　内芝、辻 二塁打　辻
6 寺嶋 5 1 0
5 辻 5 3 2 ６回まで向陽の一方的な試合だったが、耐久が
9 田代 4 3 2 ７回、向陽の繰り出す三投手から打者１５人で１２
3 玉置 5 1 0 安打、１１点をあげ逆転勝ちした。
8 小山 3 1 1
2 畑中 2 1 2 ６回まで１安打と二塁を踏めなかった耐久は７回、
2 柏木 2 0 1 無死から辻が右前打で口火を切り、田代、小山が四
7 内芝 4 1 3 球を選んで満塁、畑中の三遊間安打でまず２点、
4 平林 4 1 1 なおも四球で満塁と攻めつけ、内芝の右中間三塁

打で逆転した。その後も気落ちした家永、救援の
中村、格清に安打を連ね、大量のリードを奪った。

向陽は初回に先制、６回にも宮市の２点本塁打で勝ちムードだったが、好
投していた家永が急に制球を乱して崩れたのが痛かった。



昭和５６年　秋季　近畿大会

▶ １回戦 耐久 3 対 1 洲本（兵庫代表）

耐久 2 0 0 0 0 0 0 1 0 ＝ 3 柏木　－　畑中
洲本 0 0 0 0 0 0 0 1 0 ＝ 1

二塁打　辻
〈耐久〉 打 安 点

6 寺嶋 3 0 0
5 辻 4 2 0
9 田代 1 0 0
3 玉置 2 1 1

8・7 小山 3 2 2
2 畑中 4 1 0
7 内芝 3 0 0
8 崎山 0 0 0
1 柏木 4 0 0
4 平林 4 0 0

耐久が先制攻撃をかけた。１回一死から辻が中前にテキサス安打して二盗、
田代が四球のあと、重盗を決めて二、三塁として、まず玉置の右犠飛で辻がかえ
り、小山の中前適時打で２点目、８回にも小山の安打で１点を加えた。

洲本は８回二死後、代打の樫原が敵失で二進、続く折原が右翼線へはじき
１点をかえしただけ。

耐久の１年生投手・柏木のコーナーをつく丁寧な投球を最後まで打ち込めなか
った。

▶ 準々決勝 耐久 1 対 4 西京商（京都代表）

耐久 0 0 0 0 0 0 0 0 1 ＝ 1 柏木、小山　－　畑中
西京商 0 0 2 0 0 0 2 0 ｘ ＝ 4

三塁打　小山
〈耐久〉 打 安 点

6 寺嶋 2 0 0 二塁打　畑中
5 辻 3 1 0
9 田代 3 0 0
3 玉置 3 1 0

8・1 小山 3 1 0
2 畑中 4 1 0
7 内芝 4 0 1
1 柏木 2 0 0
H 桑原 1 0 0
8 崎山 1 0 0
4 平林 3 0 0

昭和５７年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 3 対 4 吉備 （柏木－畑中）



昭和５７年　新人大会

・ １回戦 耐久 6 対 2 新宮商 ・ ２回戦 耐久 3 対 0 南部
（柏木－畑中） （柏木－畑中）

・ 準々決勝 耐久 1 対 5 箕島
（柏木・田嶋－畑中）

昭和５７年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ １回戦 耐久 3 対 1 串本 ・ ２回戦 耐久 1 対 6 新宮
（柏木・田嶋－畑中） （柏木・古岩・田嶋－畑中）

昭和５８年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 7 対 3 吉備清水 ・ ２回戦 耐久 0 対 2 日高
（古岩・田嶋－畑中） （田嶋・古岩－畑中）

昭和５８年　新人大会

・ １回戦 耐久 3 対 9 南部 （古岩・戎－金丸）

昭和５８年　新人大会

・ ２回戦 耐久 7 対 0 田辺商 ・ ３回戦 耐久 5 対 0 田辺工
（古岩－金丸） （古岩－金丸）

昭和５８年　秋季　近畿大会　和歌山県二次予選

▶ 準々決勝 耐久 3 対 2 箕島

箕島 0 0 0 0 0 0 0 0 2 ＝ 2
耐久 1 0 0 0 0 2 0 0 ｘ ＝ 3 古岩　－　金丸

〈耐久〉 打 安 点 三塁打　御前２
7 御前 4 2 0
8 田嶋 4 0 0
6 延明 4 1 1 「柔よく、剛を制す」コンビネーションを武器とする
2 金丸 4 2 0 耐久・古岩、剛球の箕島・杉本、有田地域の対決と
4 長尾 3 1 0 なった。
1 古岩 4 1 0
5 冨上 3 0 0 耐久、１回裏トップ御前の右翼線三塁打、一死後
9 大木 3 0 0 延明が右前に落として先制。中盤まではこの１点の
3 武田 3 1 0 攻となったが、６回裏、耐久は一死後、二、三塁で

古岩三振、好機を失ったかにみえた直後、突如三
塁走者金丸が本盗を敢行、箕島捕手の打撃妨害を誘発し、２点目をあげた。

攻守を誇る箕島。走者一、三塁でランダウン・プレイに失敗、やらずもがなの
３点目を与えてこれが決勝点となった。

箕島は２回表二死後、勘佐が田中清の右前打で本塁死し、同点のチャンス
を逃してから８回まで、古岩投手を打ちあぐみ１２個のフライ。最終回、坂本の２
点本塁打、代打嶋田の三塁打と追い上げたが及ばなかった。



▶ 準決勝 耐久 1 対 6 桐蔭

耐久 0 0 0 0 0 0 0 1 0 ＝ 1 古岩　－　金丸
桐蔭 1 1 0 0 0 0 0 4 ｘ ＝ 6

〈耐久〉 打 安 点

7 御前 4 0 0 二塁打　長尾、冨上
3 武田 4 1 0
6 延明 4 1 0
2 金丸 3 0 0
4 長尾 4 1 0
8 田嶋 3 0 0
1 古岩 3 0 0
5 冨上 3 2 0
9 大木 2 0 0
9 丸山 0 0 0

桐蔭は前半、小刻みに得点。後半８回長短４本を有効に生かし４点、追いすが
る耐久を退け、昭和３６年以来２２年ぶり決勝進出を果たした。

１点差に追いつかれた８回裏、河村の三塁打を口火に一死後、四球、徳永の絶
妙のバント安打でまず１点、奥田の三塁打で２点、橋本邦の二塁打と続いてこの回
４点。勝利を不動のものにした。

耐久は、桐蔭・稲田投手の好投に７回まで三塁を踏むことができなかったが、
８回、冨上・武田の長短打で走者一、三塁とし、桐蔭のランダウンプレイ中に１点を
とって、１点差と食い下がったが、その裏の失点があまりにも大きすぎた。

▶ ３位決定戦 耐久 3 対 2 新宮

新宮 0 1 0 0 0 0 0 0 1 ＝ 2
耐久 0 0 0 1 0 0 0 2 ｘ ＝ 3 古岩　－　金丸

〈耐久〉 打 安 点

7 御前 3 0 0 三塁打　延明
3 武田 3 0 0
6 延明 4 3 1 二塁打　延明２
2 金丸 3 1 1
4 長尾 4 1 0
8 田嶋 4 0 0
1 古岩 3 0 0
5 冨上 2 1 0
9 大木 2 1 0

同点で迎えた８回、耐久が敵失を足場に三塁打など２適時打を放ち、逃げ切っ
た。１－１で迎えた８回、耐久は武田の一塁ゴロが敵失を誘い無死一塁となり、
続く延明が右中間を抜く三塁打を放ってまず１点。さらに、金丸の三遊間安打で加
点した。

新宮は２回、中前安打と盗塁で無死二塁としたが、続く打者が守備妨害、次打
者日比野の右前打で本塁を突いた走者がタッチアウトにななるなど、ちぐはぐなプ
レーが目立った。しかし、家城が左前に適時打して先制点をあげた。逆転された
９回には原田が左翼場外へ本塁打を放つなどよく粘った。



昭和５８年　秋季　近畿大会

▶ １回戦 耐久 2 対 10 三国丘（大阪代表）

三国丘 0 0 2 4 0 4 0 ＝ 10

耐久 2 0 0 0 0 0 0 ＝ 2 古岩　－　金丸

〈耐久〉 打 安 点

7 御前 4 0 0
3 武田 0 0 0
3 池畠 1 0 0
6 延明 2 0 0
2 金丸 3 0 0
4 長尾 3 1 2
8 田嶋 2 0 0

1・9・1 古岩 1 0 0
5 冨上 0 0 0
9 大木 1 0 0
1 戎 0 0 0
9 丸山 0 0 0
H 弘田 0 0 0

先制された三国丘は３回、内田が遊撃手の頭を越えるしぶい安打で反撃の足
がかりをつくったあと、松田らが中堅方向に３安打して同点。４回には、田中・森田
らの８、９番が連打して上位につなぎ、松田の二塁手の右を抜く適時打などで４点
を奪って試合を決めた。

耐久は１回、制球難の三国丘・松田から２四球を選んでの好機に長尾が高め
の直球を左前打して２点を先制したが、２回以降松田の速球と落差の大きいカー
ブを打ちあぐみ、追加点を挙げられなかった。

昭和５９年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 10 対 3 熊野 ・ ２回戦 耐久 0 対 1 熊野
（古岩－金丸） （古岩－金丸）

昭和５９年　新人大会

・ １回戦 耐久 1 対 7 吉備 （長尾・高田・戎－井上）

昭和５９年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ ２回戦 耐久 4 対 6 新宮 （池畠・戎－井上）

昭和６０年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 8 対 0 吉備清水 ・ ３回戦 耐久 4 対 0 御坊商工
（長尾－井上） （長尾－井上）

・ 準々決勝 耐久 1 対 3 吉備
（長尾－井上）



昭和６０年　新人大会

・ ３回戦 耐久 3 対 7 串本 （高田－井上）

昭和６０年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ ２回戦 耐久 3 対 10 御坊商工 （金持・高田－井上）

昭和６１年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 0 対 1 新宮商 （金持－森川）

昭和６１年　新人大会

・ ２回戦 耐久 2 対 3 日高 （森川淳－森川充）

昭和６１年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ １回戦 耐久 1 対 8 日高 （森川淳－前）

昭和６２年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 0 対 1 田辺工 （森川淳－前）

昭和６２年　新人大会

・ ３回戦 耐久 6 対 2 御坊商工 ・ 準々決勝 耐久 0 対 2 南部
（森川－前） （森川－前）

昭和６２年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ １回戦 耐久 7 対 5 箕島 ・ ２回戦 耐久 6 対 5 日高
（森川－前） （森川・児嶋－前）

・ ３回戦 耐久 6 対 4 御坊商工
（森川－前）



昭和６２年　秋季　近畿大会　和歌山県二次予選

・ 準々決勝 耐久 2 対 1 南部
（森川－前）

▶ 準決勝 耐久 2 対 3 市和商

耐久 0 0 0 0 0 2 0 0 0 ＝ 2 森川　－　前
市和商 0 0 0 0 0 0 0 2 1 ＝ 3

〈耐久〉 打 安 点

5 栖原 4 0 0
6 中西 3 0 0
1 森川 2 0 1
2 前 2 1 1
7 中世 4 0 0
3 辻岡 3 0 0
9 久保 4 2 0
4 中谷 3 1 0
8 児嶋 2 0 0

雨は市和商に味方した。８回に江頭、松本、神前の３連打で追いついた市和商
は９回、先頭の山本が右越え二塁打、中田の送りバントと敬遠の２四球で満塁とした。
続く江頭は内角シュートにつまり遊ゴロ。本封を狙った遊撃中西はぬかるんだグラウン
ドに足をとられ、返球が高くそれて、山本が決勝の本塁を駆け抜けた。

耐久・森川は、切れの良いシュートと外角へのスライダーを武器に好投したが、打
線が散発の４安打とふるわなかった。

▶ ３位決定戦 耐久 0 対 1 向陽　（降雨コールドゲーム）

向陽 0 0 0 0 0 1 0 ＝ 1
耐久 0 0 0 0 0 0 0 ＝ 0 森川　－　前

〈耐久〉 打 安 点 向陽は６回、先頭の森本が四球で歩き、山本の
5 栖原 4 0 0 バントと宮田の中前打、盗塁で一死二、三塁。
6 中西 3 0 0 次打者道上は、１－２からの４球目を投前にスクイ
1 森川 2 0 1 ズして決勝点をあげた。向陽は４回に無死三塁の
2 前 2 1 1 好機を強攻でつぶしており、１点を争う試合展開を
7 中世 4 0 0 読んだベンチの作戦勝ち。
3 辻岡 3 0 0
9 久保 4 2 0 耐久は３回、二死二塁から中西が左前打したが、
4 中谷 3 1 0 二塁走者中谷が三塁をオーバーランして挟殺され
8 児嶋 2 0 0 た。

昭和６３年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 6 対 1 串本 ・ ３回戦 耐久 10 対 4 御坊商工
（森川・児嶋－前） （森川・栗山圭・久保－前）

・ 準々決勝 耐久 3 対 0 田辺工
（森川－前）



▶ 準決勝 耐久 2 対 2 市和商　　（雨天コールドゲーム　引き分け）

市和商 0 0 0 0 1 1 0 ＝ 2 〈耐久〉 打 安 点

耐久 0 0 0 1 0 1 0 ＝ 2 5 栖原 4 0 0
6 中西 4 2 1

森川　－　前 8 久保 1 1 0
2 前 4 2 1

二塁打　久保 1 森川 4 1 0
9 中世 4 1 0
3 辻岡 4 2 0
4 中谷 2 1 0
7 児嶋 3 2 0

▶ 準決勝（再試合） 耐久 9 対 1 市和商
〈耐久〉 打 安 点

耐久 3 1 0 2 0 3 0 0 0 ＝ 9 5 栖原 5 2 0
市和商 0 0 0 1 0 0 0 0 0 ＝ 1 6 中西 1 0 0

H 栗山 1 1 0
森川、久保　－　前 6 内芝 2 0 0

8・1 久保 5 3 1
2 前 5 3 3

1・8 森川 4 1 2
三塁打　森川、辻岡 9 中世 5 1 0

3 辻岡 5 2 2
二塁打　前３、栗山 4 中谷 3 0 0

H 花野 1 0 0
4 北畑 1 0 0
7 児嶋 5 2 0

耐久は１回、先頭栖原がカーブをうまく合わせて右前打、中西のバントで一死
二塁としたあと、久保の右前打、前の中越え適時二塁打、森川の右中間２点三塁
打と３連続長短打で３点を奪い、試合の主導権を握った。２回にも久保の左前打で
加点、前半で勝負を決めた。

市和商も、森川、久保を攻めて９安打を奪ったが、適時打が少なく、特に１、２
回の満塁で反撃できなかったのが痛かった。

▶ 決勝 耐久 3 対 7 田辺

耐久 0 1 2 0 0 0 0 0 0 ＝ 3 児嶋、久保、栗山　－　前
田辺 4 1 0 1 0 1 0 0 ｘ ＝ 7

〈耐久〉 打 安 点 ８安打の田辺がそつない野球で、先発全員６回
5 栖原 5 3 1 をのぞいて１５安打を放った耐久に勝った。
6 北畑 3 1 0
H 花野 1 0 0 田辺は１回、柏木が２－３から中前打。日下が
6 内芝 0 0 0 送って一死二塁としたあと稗田一、二塁間安打、

8・1・8 久保 3 2 0 熊野が右前適時打と続いて先制。さらに梅田も右
2 前 3 1 0 前へ落として満塁。橘は中堅左に走者一掃の二塁
7 森川 5 1 0 打を放ち、計４点をあげた。２回にも熊野の左の適
9 中世 5 2 0 時打で加点、試合を有利に進めた。
3 辻岡 5 1 1
4 中谷 5 2 0 耐久は２回、栖原の中前適時打で反撃。３回に

1・8 児嶋 2 1 1 は辻岡、児嶋がともにカーブを右前に適時打して２
1 栗山 1 1 0 点をあげ、その後も走者を出したが、前半はカーブ、

中盤からは直球主体と組み立てを変えた橘をとら
えきれず残塁の山を築いた。



昭和６３年　新人大会

・ ２回戦 耐久 1 対 2 田辺工 （金森－栗山圭）

昭和６３年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ ２回戦 耐久 1 対 11 南部 （金森・鬼川－栗山圭）

平成元年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 2 対 3 箕島 （金森－栗山）

平成元年　新人大会

・ ２回戦 耐久 7 対 0 日高中津 ・ ３回戦 耐久 2 対 3 南部
（金森－小林智） （金森－小林智）

平成元年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ ２回戦 耐久 6 対 2 日高 ・ ３回戦 耐久 0 対 3 田辺工
（金森－小林智） （金森－小林智）

平成２年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 2 対 1 箕島 ・ ３回戦 耐久 3 対 0 串本
（金森－小林智） （金森－小林智）

・ 準々決勝 耐久 3 対 4 南部
（金森－小林智）

平成２年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 4 対 5 田辺工
（上野山－小林）

平成２年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 2 対 3 橋本 （上野山－小林）

平成３年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 12 対 7 御坊商工 ・ ３回戦 耐久 1 対 11 箕島
（上野山・坂部－小林） （坂部・上野山－白井）

平成３年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 1 対 2 日高中津 （坂部－藤田）



平成３年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 9 対 1 田辺商 ・ ３回戦 耐久 4 対 6 南部
（坂部－杉本） （坂部－杉本）

平成４年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 0 対 1 箕島 （坂部－杉本）

平成４年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 1 対 0 御坊商工 ・ ３回戦 耐久 8 対 7 吉備
（白井－藤田） （白井－藤田）

・ 準々決勝 耐久 1 対 2 箕島
（白井－藤田）

平成４年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 6 対 2 海南 ・ ３回戦 耐久 6 対 4 日高
（白井－藤田） （白井－福田）

・ 準々決勝 耐久 0 対 6 南部
（白井－福田）

平成５年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 4 対 2 和高専 ・ ３回戦 耐久 4 対 2 日高中津
（白井－藤田） （白井－藤田）

・ 準々決勝 耐久 2 対 0 新宮
（白井－藤田）

▶ 準決勝 耐久 0 対 2 智辯和歌山

智和 0 1 0 0 1 0 0 0 0 ＝ 2
耐久 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ＝ 0 白井　－　藤田

〈耐久〉 打 安 点

4 上 4 0 0 両投手が好投する好試合。
6 岩倉 4 1 0
9 福田 3 1 0 智辯和歌山は２回、中本が左越え二塁打。三盗
1 白井 4 2 0 の時、捕手の悪送球で生還。５回にもボークと犠飛
2 藤田 2 0 0 で加点。着実な攻めで試合を決めた。
7 岡本 3 0 0
5 平岡 2 0 0 耐久は４回、死球の福田を安打と犠打で三塁に

H5 樫原 1 0 0 進めたが、あと１本が出なかった。
3 江川 2 0 0
8 橋中 3 0 0



平成５年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 6 対 2 和高専 ・ ３回戦 耐久 4 対 7 吉備
（中尾－柏原） （堀－柏原）

平成５年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 1 対 8 高野山 （中尾－柏原）

平成６年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 2 対 9 箕島 （堀・中尾－柏原）

平成６年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 0 対 4 国際開洋 （中尾－柏原）

平成６年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 8 対 1 新宮商 ・ ２回戦 耐久 0 対 8 初芝橋本
（中尾・生駒－柏原） （中尾・生駒－柏原）

平成７年　春季　近畿大会　和歌山県予選 （生駒・中尾－柏原）

・ ２回戦 耐久 0 対 7 南部

平成７年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 3 対 4 日高 （生駒－江川克）

平成７年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 4 対 6 伊都 （生駒・上野山－江川克）

平成８年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 4 対 8 南部 （竹田－江川克）

平成８年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 3 対 10 箕島 （竹田・江川－金川）

平成８年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 7 対 0 和歌山西 ・ ３回戦 耐久 3 対 0 粉河
（竹田－金川） （竹田－金川）

・ 準々決勝 耐久 7 対 8 日高中津
（竹田・江川－金川）



平成９年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 13 対 0 串本 ・ ３回戦 耐久 1 対 2 日高
（玉木－秋竹） （玉木－秋竹）

平成９年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 1 対 2 箕島 （川端－沼道）

平成９年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 0 対 7 智辯和歌山 （川端・宮井－桑原）

平成１０年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 2 対 5 串本 （川端・林・宮井－沼道）

平成１０年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 5 対 8 国際開洋二 （林・硲本・堀川－桑原）

平成１０年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 4 対 3 新宮商 ・ ２回戦 耐久 5 対 1 粉河
（林－桑原） （林－桑原）

・ ３回戦 耐久 3 対 1 笠田 ・ 準々決勝 耐久 3 対 11 南部
（林－桑原） （林・山崎・硲本－桑原）

平成１１年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 12 対 10 田辺 ・ ３回戦 耐久 8 対 9 国際開洋二
（上出・硲本－梅本） （上出・硲本－梅本）

平成１１年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 8 対 5 国際開洋二 ・ ３回戦 耐久 2 対 9 日高中津
（上出・硲本－梅本） （上出・硲本－梅本）

平成１１年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 5 対 8 県和商 （上出・高垣・硲本－梅本）



平成１２年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 8 対 1 御坊商工 ・ ３回戦 耐久 7 対 1 和高専
（硲本－梅本） （井原・硲本－梅本）

・ 準々決勝 耐久 1 対 2 南部
（井原－梅本）

平成１２年　県下高校野球新人戦

・ １回戦 耐久 11 対 0 御坊商工 ・ ２回戦 耐久 3 対 2 有田中央
（吉松・高垣－梅本）

・ 準々決勝 耐久 2 対 5 日高
（吉松・井原－梅本）

平成１２年　秋季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 8 対 1 紀北工 ・ ３回戦 耐久 3 対 1 向陽
（井原－梅本） （井原－梅本）

・ 準々決勝 耐久 4 対 5 和歌山
（井原－梅本）

平成１３年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 6 対 5 国際開洋二 ・ ３回戦 耐久 12 対 9 田辺
（井原－梅本） （井原・吉松・井原・吉松－梅本）

・ 準々決勝 耐久 0 対 10 有田中央
（高垣・井原－梅本）

平成１３年　県下高校野球新人戦

・ １回戦 耐久 6 対 4 海南 ・ ２回戦 耐久 0 対 2 田辺商
（中村－浜田） （中村－浜田）

平成１３年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ １回戦 耐久 4 対 5 箕島 （中村－浜田）

平成１４年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 9 対 2 日高 ・ ３回戦 耐久 10 対 1 熊野
（太田－浜田） （太田・佐藤・濱－浜田）

・ 準々決勝 耐久 4 対 2 新宮
（太田－浜田）



▶ 準決勝 耐久 9 対 8 智辯和歌山

智和 0 2 0 2 0 0 0 0 4 0 ＝ 8
耐久 1 1 5 0 1 0 0 0 0 1 ＝ 9 太田・中村　－　浜田

二塁打　櫻井、小澤、貴志

〈耐久〉 打 安 点 序盤から点の取り合いとなったが、耐久が粘る
5 石家 6 3 0 智辯和歌山を振り切った。
6 岡本 4 3 0

7･9 櫻井 4 2 2 ９回に同点に追いつかれた耐久は延長１０回、
H9 貴志 1 1 0 二死から貴志が二塁打で出塁、浜田が左前打で

2 浜田 4 1 1 つなぎ、代打内垣の適時打でサヨナラ勝ちをした。
3･7 田村 4 2 0

7 笠松 0 0 0 智辯和歌山は９回、岡崎の左越え満塁本塁打
H 内垣 1 1 1 で同点に追いついたが、及ばなかった。

9･1 中村 4 4 1
3 小林 0 0 0
8 吉田 2 2 2
4 小澤 4 1 2

1･3･1 太田 4 0 0

▶ 決勝 耐久 2 対 3 桐蔭

耐久 0 0 0 1 1 0 0 0 0 ＝ 2
桐蔭 0 0 2 1 0 0 0 0 ｘ ＝ 3 太田　－　浜田

耐久・太田、桐蔭・島本両投手の好投で接戦 〈耐久〉 打 安 点

となったが、桐蔭が３－２で破って、１３年ぶり５回 5 石家 5 0 0
目の優勝を決めた。 6 岡本 4 1 1

7 櫻井 4 1 0
桐蔭は３回、二死１塁から前野の二塁打で先制。 R7 笠松 0 0 0

続く岩本の内野安打の間に前野も生還した。４回 2 浜田 2 1 0
には三塁打で出た松下が、併殺の間に本塁をつき 3 田村 2 0 0
貴重な追加点を挙げ、島本、永田の継投で耐久の H3 内垣 1 0 0
反撃を抑えた。 9 中村 4 1 1

8 吉田 2 0 0
耐久は４回、安打で出た櫻井が敵失などで三進 8 貴志 1 0 0

して、中村の内野ゴロの間に生還。５回にはバント 4 小澤 4 1 0
ヒットの走者を、犠打と岡本の適時打で返して追い 1 太田 3 2 0
上げたが、終盤の好機を生かせず、太田の好投に R 小林 0 0 0
報いることができなかった。

平成１４年　県下高校野球新人戦

・ １回戦 耐久 2 対 0 田辺商 ・ ２回戦 耐久 4 対 7 粉河
（佐藤－西本） （竹中・内垣・佐藤－西本）

平成１４年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ ２回戦 耐久 3 対 2 桐蔭 ・ ３回戦 耐久 7 対 8 粉河
（佐藤－西本） （佐藤－西本）



平成１５年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 4 対 1 有田中央 ・ ３回戦 耐久 4 対 1 南部
（竹中・佐藤－西本） （佐藤－西本）

・ 準々決勝 耐久 4 対 3 箕島
（佐藤－西本）

▶ 準決勝 耐久 4 対 5 智辯和歌山

耐久 4 0 0 0 0 0 0 0 0 ＝ 4 佐藤　－　西本
智和 0 3 1 0 0 0 1 0 ｘ ＝ 5

三塁打　南村 二塁打　則岡

〈耐久〉 打 安 点 立ち上がり４点を先制された智辯和歌山は、上
8 田村 4 0 0 位打線の猛打で逆転勝ちをした。
9 貴志 4 1 0 智辯和歌山は２回、二死満塁から嶋田の右中間
7 南村 4 1 2 三塁打で３点を挙げ、反撃を開始。３回に本田の二
3 竹中 5 2 1 塁打で同点とし、７回、堂浦、上野の連打などで勝
2 西本 3 0 0 ち越した。先発の木林、２番手の三宅は耐久打線に
6 内垣 3 0 0 打ち込まれたが、４回から登板した滝谷は３安打に
4 則岡 4 1 0 抑える好投を見せた。
1 佐藤 3 1 1
5 岡本 4 1 0 耐久は１回、連続四球で好機をつかみ、南村の

右中間への２点三塁打、竹中の適時打、佐藤のスク
イズなどで４点を先制したが、２回以降は打線がふるわず、中盤好投していた
佐藤も７回に決勝点を奪われ、惜敗した。

平成１５年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 9 対 2 田辺工 ・ ３回戦 耐久 4 対 1 大成
（中塚－東内・山下） （竹中・秦－山下）

・ 準々決勝 耐久 7 対 6 高野山
（竹中－山下）

▶ 準決勝 耐久 3 対 12 市和商

市和商 0 0 3 0 3 3 1 0 2 ＝ 12

耐久 1 0 0 0 2 0 0 0 0 ＝ 3 中塚・秦・竹中　－　山下

二塁打　竹中

〈耐久〉 打 安 点

１３安打で１２点を奪った市和商が耐久に 8 田村 2 0 0
圧勝した。 2 山下 3 0 0

H 沼道 1 0 0
先制された市和商は、３回に４安打で３点。 7 南村 4 1 0

５回には３四球で得た無死満塁から、４番玉置、 3･1 竹中 4 4 2
５番西畑の長短打で３点を追加し、続く６回にも 9 山本 3 1 0
２番梶本の適時打で１点、さらに二死２、３塁で 5 中上 3 0 0
玉置がこの試合３度目のタイムリーで２点を追加 4 濱口 3 1 0
し、試合を決定づけた。市和商は猛打に加えて H 東内 1 0 0
８犠打と試合巧者ぶりを発揮した。 4 二之段 0 0 0

6 岡本 4 1 0
耐久は１回、竹中の左前適時打で先制し、 1 中塚 1 0 0

その後も再三好機を作って市和商の玉置を攻め 1 秦 0 0 0
たが、あと１本が出ず、敗退した。 3 中尾 2 0 0



平成１５年　秋季　近畿大会　和歌山県二次予選

▶ 準々決勝 耐久 2 対 4 笠田

耐久 0 2 0 0 0 0 0 0 0 ＝ 2 竹中　－　山下
笠田 1 0 0 1 1 0 0 1 ｘ ＝ 4

三塁打　中尾

二塁打　中尾

平成１６年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 17 対 0 新宮商 ・ ３回戦 耐久 5 対 4 紀央館
（中塚－東内） （中塚－東内）

・ 準々決勝 耐久 5 対 3 日高
（中塚－東内）

▶ 準決勝 耐久 6 対 7 星林

星林 0 0 0 0 1 2 0 0 4 ＝ 7
耐久 2 4 0 0 0 0 0 0 0 ＝ 6 中塚　－　東内

二塁打　田村２

〈耐久〉 打 安 点

序盤に６点を先制された星林は、９回に３点差 8 田村 3 2 1
をはね返し、逆転勝ちをした。 9 山下 3 0 0

H7 南村 2 0 0
６点をリードされた星林は５回、大倉の三塁打 7･9 秦 5 1 0

で１点をとって反撃を開始。６回にも３本の長短打 3 中尾 4 1 1
に敵失もあって２点を追加。３点を追う９回、代打 2 東内 4 0 0
の西本の二塁打や四球などの無死満塁から西 5 中上 4 2 0
村の適時打でまず１点。さらに敵失や犠飛など 4 濱口 2 0 0
で同点に追いつき、なお二死２、３塁から暴投の 6 岡本 2 1 0
間に三塁走者の西村が生還し逆転、劇的な勝利 1 中塚 2 0 0
を収めた。

耐久は１回、中尾の二塁内野安打などで２点を先制。２回にも相手守備の
乱れをついて４点を加えたが、その後打線がふるわなかった。

平成１６年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 5 対 4 那賀 ・ ３回戦 耐久 1 対 5 伊都
（三枝・沼道－黒柳） （中上・三枝－黒柳）

平成１６年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ ２回戦 耐久 2 対 9 南部 （三枝・上田－黒柳）

平成１７年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 5 対 3 国際開洋二 ・ ２回戦 耐久 2 対 3 日高
（三枝－片畑） （三枝－片畑）



平成１７年　県下高校野球新人戦

・ １回戦 耐久 7 対 0 初芝橋本 ・ ２回戦 耐久 11 対 2 紀央館

・ ３回戦 耐久 9 対 1 貴志川 ・ 準々決勝 耐久 2 対 0 橋本

▶ 準決勝 耐久 3 対 9 智辯和歌山

智和 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 6 ＝ 9
耐久 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 ＝ 3 三枝　－　片畑

三塁打　富樫

二塁打　富樫、北畑、白樫
〈耐久〉 打 安 点

智辯和歌山・廣井、耐久・三枝の力投で息詰 6 北畑 5 3 0
まる投手戦となったが、智辯が延長１１回、疲れの 4 片岡 4 1 0
見えた三枝を捕えて長短８安打を浴びせて６点を 8 木村 5 2 1
奪い、決着をつけた。 5 平松 5 2 0

2 片畑 4 1 0
２点を先制された智辯は４回の橋本の本塁打 3 白樫 3 1 0

と６回の亀田の二塁打で同点。再度リードされた R 竹中 0 0 0
８回にも橋本と亀田の連打で同点とした。延長１１ 9 宮井 1 0 0
回智辯は、大島、廣井の連続三塁打を皮切りに 9･3 富樫 4 3 2
二死から６連続長短打で６点を挙げ、熱戦を制し 7 西川 4 0 0
た。 1 三枝 3 0 0

H 楠本 1 0 0
耐久は廣井の立ち上がりを攻め、一死２塁から

廣井のワイルドピッチと内野ゴロで先制。２回にも
片畑、富樫の連打で追加点を挙げ、上々の滑り出しだったが、力投していた三枝
が延長１１回、力尽きた。

平成１７年　秋季　近畿大会　和歌山県二次予選

▶ 準々決勝 耐久 4 対 5 伊都

耐久 0 0 1 1 0 1 0 0 1 ＝ 4 三枝　－　片畑
伊都 2 0 0 0 0 0 3 0 ｘ ＝ 5

二塁打　三枝２

平成１８年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 3 対 5 日高

平成１８年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 8 対 0 和歌山西 ・ ３回戦 耐久 14 対 10 県和商

・ 準々決勝 耐久 9 対 14 桐蔭

平成１８年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ ２回戦 耐久 14 対 7 紀北工 ・ ３回戦 耐久 6 対 7 熊野



平成１９年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 6 対 2 国際開洋二 ・ ２回戦 耐久 3 対 0 神島

・ ３回戦 耐久 2 対 8 県和商

平成１９年　県下高校野球新人戦

・ １回戦 耐久 3 対 1 串本 ・ ２回戦 耐久 1 対 2 紀央館

平成１９年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ １回戦 耐久 10 対 0 田辺 ・ ２回戦 耐久 1 対 3 那賀

平成２０年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 3 対 2 紀北工 ・ ３回戦 耐久 2 対 3 神島

平成２０年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 5 対 9 桐蔭

平成２０年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ １回戦 耐久 4 対 5 国際開洋二

平成２１年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ ２回戦 耐久 2 対 12 初芝橋本

平成２１年　県下高校野球新人戦

・ １回戦 耐久 1 対 3 笠田

平成２１年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ ２回戦 耐久 4 対 0 貴志川 ・ ３回戦 耐久 7 対 3 新翔

・ ４回戦 耐久 10 対 2 海南

平成２１年　秋季　近畿大会　和歌山県二次予選

・ 準々決勝 耐久 1 対 9 智辯和歌山 二塁打　中尾、黒柳

平成２２年　春季　近畿大会　和歌山県予選

・ １回戦 耐久 2 対 1 南部 ・ ２回戦 耐久 2 対 9 初芝橋本



平成２２年　県下高校野球新人戦

・ ２回戦 耐久 4 対 7 紀北工

平成２２年　秋季　近畿大会　和歌山県一次予選

・ １回戦 耐久 4 対 1 国際開洋二 ・ ２回戦 耐久 10 対 16 向陽


